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皮膚感染症 に対するNY-198の 臨床的検討

木 村 康 隆 ・比留間政太郎 ・久木田 淳

防衛医科大学校 皮膚科学教室

皮膚軟部組織感染症 に対 して,新 ピ リ ドンカル ボン酸系抗菌剤で あるNY-198の 臨床効果 につ いて

検討 した。

対象症例 は15例(男 性9例,女 性6例,年 齢18～71歳)。 対象疾 患の内訳 は〓5例,〓 腫症1例,化

膿性爪囲炎2例,膿 痂 疹1例,感 染性 粉瘤4例,丹 毒1例,膿 疱性座瘡1例 であった。投与量 は1日

200mg分2経 口投与が6例,300mg分3が1例,600mg分3が8例 で投与期間7～14日,総 投 与量は1.4

g～8.6gで あった。

臨床効果 の判定 は7～14日 目の投 与終 了時点で判 定 した。臨床成績 は,200mgま たは300mgの 低投与

量群で有効4例,や や有効3例 で有効率57%。600mg投 与群で著 効2例,有 効3例 で有 効以上 の有効率

63%,全 体 で有効率60%で あ った。

病巣分離 菌は,Staphylococcus epidemidis5株Staphylococcus aurerus6株Stapylococms

xylosus1株Streptococcus mitis1株 であ った。

副作用は1例 で軽 度の上腹部痛 が認 め られたが,投 薬 中止後症 状 は消失 した。 また,臨 床検 査値の

異常化 は全例 において認 め られなかった。以上 よ り本薬剤 は600mg投 与群 において,臨 床的 に有用な薬

剤 と考 えられた。

NY-198は 北陸製薬株式会社 で新規合 成 されたキノ ロ

ンカルボン酸系経 口用抗菌剤で,そ の化学構造 は,Fig1

のごとくキノロンカルボン酸 を骨格 に して,1位 にエチ

ル基,6位 及び8位 にフ ッ素原子ならびに7位 に3ー メ

チルピペラジノ基 を有する。本剤 は殺菌的に作用 し,嫌

気性菌を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して広範

囲な抗菌スペ ク トル と強い抗菌活性 を有 し,更 に種 々薬

剤耐性菌に対 して も優れた抗菌力 を有す る。経口投与 に

よる吸収は良好で,血 中濃度 は用量依存的に上昇 し,各

組織への移行 も良好である1)。以上 の諸成績 より,本 剤

は,特 にグラム陽性菌が検 出され る確率の高い皮膚軟部

組織感染症に対 して,臨 床的に有用性 が期待 されたため,

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

本剤 の有用性 と安全性 を確認す るため に今回治験 を行な

った。

I 投与対象及び方法

1) 症例及 び投与方法

昭和61年7月 か ら同年12月 まで に防衛 医科 大学 校 皮

膚科 を訪れた患者の うち,〓5例,〓 腫症1例,化 膿性

爪 囲炎2例,膿 痂疹1例,感 染性粉瘤4例,丹 毒1例,

膿疱性〓瘡1例 の合計15例 で,内 訳 は男性9例,女 性6

例 で,年 齢 は18歳 か ら71歳 までで あった。

投与量 は1日200mg分2経 口投与が6例,300mg分3が

1例,600mg分3が8例 で投与期 間7～14日,総 投与量 は

1.4g～8.6gで あった。投与 量は一 日200mgの 低投与量群

と一 日600mgの 高投与量群 に分か礼 投与期 間で は8日

間が もっ とも多かった。併 用薬 は使用せ ず,開 放創 のあ

るものについては,原 則 として抗 菌力のあ る外 用薬は使

用せず,ガ ーゼ保護 のみ とした。

2) 効果判定

臨床 的観 察は,3日 目,7日 目,10日 目,14日 自に患

者 を来院 させ,7～14日 目の投与終了時点で最 終的 な臨

床 効 果 の判 定 を行 な った。臨 床 効果 の判 定 は,著 効
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Table 2. Clinical efficacy of NY-198

Toble 3. Bacteriological efficacy of NY-198

(Excellent)有 効(Good),や や有効(Fair),無 効

(Poor)の4段 階で行い,判 定基準については,創 のあ

る ものでは,創 の閉鎖 を見た ものは,著 効,そ の他 につ

いては各々の疾 患に応 じて主治医の判断 に任 せた。 また

可能 な限 り投与前 また投与後 に細菌の分離 を試み,細 菌

学的効果 として,消 失,減 少,不 変,不 明の4段 階で評

価 した。な お分 離 同定 した菌株 につ い て,NY-198の

MICを 日本化学療法学会標準法2)に従 って測定 した。

II 治療成績

1) 臨床 効果

全症例の詳細,疾 患名,投 与法,細 菌学的効果,臨 床

効果,副 作用 についてはTable 1に 示 した。また臨床効

果及び細菌学的効果の簡単な まとめを各 々Table 2,

Table3に まとめた。さらに臨床 検査値 一覧 をTable4

に示 した。

臨床成績 は,200mgま たは300mgの 低投与量群で は有 効

4例,や や有効3例 で有効率57%,600mg投 与群で著効2

例,有 効3例 で有効以上 の有効率63%,全 体 で有効率60

%で あ り,600mg投 与量群が,有 効率が高か った。

2) 細 菌学的効果

臨床分離菌については,従 来の皮膚軟部組 織感染症の

ご と く, Staphylococcus aureus, Staphylococcus epider-

midisが 各々6例,5例 と全15例 中11例 と最 も多 く,細

菌学的消失率 は,Saumusが60%,S.epidemidisが

100%で 両方 をあわせ ると84.6%と 高い消失率 を示 した。

3) 副作用及び臨床検査値異常

副作用については,1例 に軽度 の上腹 部痛 を認めたが,

投与 中止に より,消 失 した。 また,臨 床検査値の異常化

は全例 において認め られ なか った。

III 考 察

NY-198は グラム陽 性菌及び緑 膿菌 を含む グラム陰性

菌 と一部の嫌 気性菌に対 し幅広い抗 菌活性 を有 し,そ の

作用は殺菌的で あるとされている。また,methicillin耐

性黄色 ブ ドウ球 菌,gentamicin耐 性緑膿菌 などの他剤

耐性菌に対 して も優れた抗菌活性 を有 している。既存の

キノロン系薬剤 であるnorfloxacin(NFLX),oflox-

acin(OFLX)な ど と比較 して も同等或はそれ以上の臨

床効果が期 待で きる薬剤であ る。 さらに,本 剤は他のキ

ノロン系薬剤 に比較 して,そ の半減期 は長 く,か つ連続

投与 における蓄積性 はないとさ礼 皮膚組織 内濃度 も,

通常の用法用量 で,充 分 な濃 度が得 られる1)。今回我々

は,15例 の皮膚軟部組織感染症の患者 に本剤 を投与 し,

臨床的 に60%と いう満足 のい く結果 を得た。グラム陽性

球 菌,特 に黄色ブ ドウ球菌の検出率の高い皮膚科領域に
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おける有用かつ強力 な薬剤 として,NY-198は 期待 され

る。
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NY-198 IN SKIN INFECTIONS

YASUTAKA KIMURA, MASATARO HIRUMA and ATSUSHI KUKITA

Department of Dermatology, National Defense Medical College, Tokorozawa

We studied the clinical efficacy of NY-198, a new quinolinecarboxylic acid, in skin and soft tissue infections.
NY-198 was administered to 15 patients with skin infection. The daily doses were 200-300mg in 7, and 600mg

in 8 patients. The duration of administration was 7-14 days, and total doses were 1.4-8.6g.
The clinical efficacy rate of NY-198 was 57% in the low-dose group (200-300mg/day), and 63% in the

high-dose group (600mg/day). The overall efficacy rate was 60%. The isolated organisms from affected sites
were S. epidermidis 5 strains, S. aureus 6 strains, S. xylosus 1 strain and S. mitis 1 strain.

As to side-effects of NY-198, mild gastralgia was noted in one case. No abnormal changes were observed in
laboratory findings.


